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＊＊＊＊今、私達ができること＊＊＊＊ 

   

私はごみ減量アドバイザーになって、まず出来る

事は何かと思い、生ごみを簡単に堆肥化出来る“ぱ

っくん”を使ってみる事にしました。やってみると

うまくいかないことなど問題点がありました。 

でも経験した事で、生ごみ減量化機器の設置状況

調査の時に、アドバイスが出来、とても役立ちまし

た。 

  ごみ減量班になり、「こどもごみ探検隊」でプラ

スチックごみの処理保管施設を見学して、今問題に

なっているプラマーク付きプラスチックの中に、分

別が出来ていないルール違反ごみが多いのに驚きま

した。人の手によって分別されている事の大変さを、

市民の皆さんも見学する事が出来れば、その現場を

見る事により、しっかり分別することの大切さを考

え直す良い機会になると思います。    

  子供達も施設を見学、エコ工作、ごみ分別ゲーム、

を通して、模造紙にまとめ、発表、パネルに書くこ

とで色々考えているなと感じました。この機会が将

来のごみ減量に繋がって欲しいと思います。 

  上田市のごみ減量化施策が色々行われていますが、 

アドバイザーとして市民の皆さんに、家庭や地域で

今すぐ取り組める、ごみ減量法を紹介していかなけ

ればと考えます。 

 私も家族と共に『３Ｒ』ごみを減らして実践してい

きたいと思っています。 

 

 

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる催

しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽に

お出かけください。良い情報交換ができると思います。 

 

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。 

 

◎古着の回収 
 １１月１日（金）午前 10 時から正午 
回収する物は、どなたかが着れる状態の衣類で、破れ

たり、汚れがあったりするものは回収できません。ま

た、バッグ、靴、ぬいぐるみなどきれいで、きちんと

使える物も回収しています。 

時間内に持参してください。 

 衣類を燃やさず、ごみの減量にご協力ください。 

 

  

 

 

 

  
 

   令和元年 １１月号 

1 金 古着回収日 10 時～12 時 

2 土 休館日 

3 日 休館日（文化の日） 

4 月 休館日 

5 火  

6 水  

7 木 
着物地～ショルダーバッグ 10 時～

15 時 

8 金  

9 土 休館日 

10 日 休館日 

11 月 布ぞうり作り 10 時～15 時 1 回 

12 火  

13 水  

14 木 
着物地～ショルダーバッグ 10 時～

15 時 

15 金  

16 土 休館日 

17 日 休館日 

18 月 布ぞうり作り 10 時～15 時 ２回 

19 火  

20 水  

21 木  

22 金  

23 土 休館日（勤労感謝の日） 

24 日 休館日 

25 月  

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土 休館日 



体験コーナー 

★空き缶のリサイクル 

★牛乳パックのリサイクル 

少しの時間で作れる物があります。 

 

生ごみの堆肥化とごみ減量 
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします。 

申し込み､問い合わせ先 

 

 ｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144 

 エコ・サポート 21 ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/ 

さあ！出かけましょう 

エコ・ハウスへ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

講座＊  （参加費各回 100 円）                    

   申し込みは、11 月 1 日（金）以降、電話でエコ・ハウスへ（受付は電話のみ）。    

 
★ 着物～ショルダーバッグ (定員 8名) 
   日 時 11 月 7 日（木）、14 日（木）， 午前 10 時～午後 3時（2回コース） 

   持ち物 着物（ほどいて）、裏用布、裁縫道具、型紙用紙、20 ㎝・30 ㎝ファスナー、昼食 

   諸経費 100 円 

   材料費 別途 

 
★ 布ぞうり作り (定員 10 名) 
   サラッとした感触が素足に心地よく､外反母趾にも効果あり。 

   古布を捨てずにカラフルな布ぞうりはいかがですか。 

   使い古したもめんのシーツ､ゆかた､洋服を裂いて､わらじのように編んで作ります。 
   日 時 1１月１１日（月）、１８日（月） 午前 10 時～午後 3時 （2回コース） 

   持ち物 はさみ､ものさし(30cm 位)、昼食 

   材料費 30 円 材料は各自､手持ちの布を持参してください。 

       （ゆかた、シーツ、布団カバー等ほどいて、布を 5～6cm 幅に裂いて持ってきてください。） 

 

 

 

＊＊＊＊ごみから学ぶ環境への負荷＊＊＊＊  

ごみ減量アドバイザー会議に参加して、はや一年半が過ぎま

した。その中で、プラごみの処理施設、〔飯山陸送・竹原重建・

水工技研〕、自動車リサイクル施設（東御市）等多くのごみ関

連施設を見学し、上田市のごみがどの様にして処理されている

のか良く分かりました。 

これから、生ごみを燃やすごみに出している世帯へ、燃やさ

ず活かす為の分別回収と処理をどの様にしていくのか、焼却施

設新設等多くの重要な施設建設が必要となっています。スムー

ズに建設が進むよう祈りたいです。 

東信・北信地域は千曲川流域に属します。水道水の取水、下

水処理排水等、千曲川抜きではこの地域の生活は成り立ちませ

ん。出来るだけ川を汚さない様心がけ、下流の地域の人達への

配慮、その為には、農薬・汚物・油・ごみ等をやたらに放棄せ

ず、適正処理をして川を汚さないようにしておかなければいけ

ないと思います。 

ごみ減量アドバイザーとして、多くの事を学ぶと同時に多く

の事を考えさせられました。これらの事を基に地域にこれらの

情報を還元していかなければいけないと思います。ごみ問題に

限らず、多くの事を学び社会貢献の出来る人間になりたいと思

い努力していく所存です。 

また、地球温暖化の問題もクローズアップされ、世界的な盛

り上がりを見せています。私達にも降りかかってきている大き

な問題です。問題を重視して未来のために努力が不可欠だと思

います。  

 


